
水 稲 新 除 革 剤 の 実 用 化

( 農 試  県 南 分 場。 技 術 部 )

I  ブ タ ク ロ ー ル 粒 剤 2 . 5

1 . 背 景 と れ ら い

従 来 の プ タ ク ロ ー ル 粒 剤 5 の 成 分 量 を 半 減 し た プ タ ク ロ ー ル 粒 剤 2 . 5 は , 処 理 時 期

や 中 期 除 革 剤 と の 組 み 合 せ を 通 切 に 行 う = と に よ つ て 初 期 除 草 剤 と し て 効 果 が 高 く、

水 稲 に 対 し て も 安 全 で、 し か も 低 ヨ ス ト で 使 用 で き る こ と が 確 認 さ れ, 環境 保 全 に も 有

効 で あ る の で 参 考 に 供 す る。

2 ,  技術 の 内 容

( 1 ) 除 車 剤 名 等   商 品 名 :  マー シ エ ツ ト 粒 剤 2 . 5

誠験薬剤名 :プ タ ク ロ ー ル 粒 剤 2. 5(CPr586 1 9)

成 分  : プ タ ク ロ ー ル  2 . 5 %

毒 性、 魚 毒 性 : 普 通 物、 B 類

( 2 ) 除 草 剤 の 特 性

ブ タ ク ロ ー ル は 非 ホ ル モ ン 系 吸 収 移 行 型 の 成 分 で 主 と し て 雑 草 の 発 芽 時 の 幼 葬 部 か

ら、 一 部 は 根 か ら 吸 収 さ れ タ ン パ ク 質 の 合 成 を 阻 客 し、 雑 革 を 枯 殺 す る。 上 堤 粒 子 ヘ

の 吸 者 は 強 く、 土 壌 中 の 移 動 性 は 小 さ い た め 残 効 期 間 は お よ そ 2 0 ～ 3 0 日 程 度 で あ

る。 ノ ビエ、 カ ヤ ツ リケ サ、 マ ツバ イ t こ車効 を示 し、 そ の 他 の 革 種 に も鮭 革 の発 生 ま

え か ら始 期 の 処 理 で 高 い除草 効 果 を示 す。 し か し ウ リカ ワ、 ヒ ル ム シ ロに は 防 除 効果

は 劣 る。 従 来 あ ブ タ ク ロール 粒 剤 5 に 対 し、 低 温 時 の移 植 前処 理 や 漏 水 日 で も安 全性

が 高ま つて お り、 砂 壌 土 ～埴 土 まで使 用 で き る。

( 3 ) 使 用 方 法

籍 草 発 生 前 ま で の 植 代 後 ～ 移 植 前 4 日 ま で の 処 理 時 期 と し、 中 期 除 草 剤 も ホ タ ル イ

に 効 果 の 高 い 葉 剤 を 早 め に 使 用 す る 必 要 が あ る。 又 一 発 処 理 剤 の 補 正 処 理 剤 と し て も

効 果 が 高 い。

( 4 ) 使 用 基 準

区 分 処 理 法 使 用 時 期 使 用 量 適 用 上 壌、 地 帯 適 用 熊 草

移 植 水 稲 移 植 前

土 壌 処 理

植 代 後 ～

移 植 前 4 日

3 k g

/ 1 0 a

砂 壌 土 ～ 埴 土

減 水 深 2 c m / 日以 下

全 県 下

1 年 生 雑 車

マ ツ バ イ

ホ タ ル イ

3 .  指導 上 の 留 意 点

(1)散 布 後″か け 流 し や 田面を露出させないようにする。

( 2 ) 田 面 を 均 平 に し, 極端 な 浅 植 え に な ら な い よ う に す る。

( 3 ) 中 期 除 革 剤 は 多 年 生 鮭 革 に 効 果 の 高 い 除 草 剤 を 早 め に 使 用 す る。

( 4 ) 一 発 処 理 剤 と 組 み 合 わ せ て 使 用 す る 場 合 は, プタ ク E I ―ル を 含 む 薬 剤 と の 体 系 使

用 は し な い。

( 5 ) ウ リ カ ワ、 ヒ ル ム シ ロ に は 除 革 効 果 は 劣 り、 ま す ギ、 ミ ズ ガ ヤ ツ リ に は や や 劣

る。
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